






























































































































に応じてくれた李宗恵の証言によると 9)，この本は教員魏敷訓と 1954 年に入学して 1958









学生の修業年数について，1956 年度までは 4 年制であった．1958 年度からは 5 年制に
変更した．また，1955 年度と 1956 年度の入学生は入学時は 4 年制であったが，途中 5 年
制に変更された 10)．
入学生数については年々変動があり，1949 年度は 7 名で，1950 年度は 1 名のみであっ
た．1951 年度は春と秋の 2 期に募集し，春期は 13 名，秋期は 22 名であった．1952 年度
は 24 名，1953 年度は 19 名，1954 年度は 20 名，1955 年度は 35 名，1956 年度は 27 名で
あった．1957年度はどのような事情からか学生を募集しなかった．1958年度は 12名，1959
年度は 11 名，1960 年度は 21 名，1961 年度は 15 名であった．1962 年度はまた学生を募
集しなかった．1963 年度は 15 名，1964 年度は 33 名，1965 年度は 14 名であった．以降
文化大革命で学生の募集が停止され，再び募集が始めたのは 1970年度であった．また，1955




1960 年卒の陳生保や顧海根ら 3 人は同大学大学院に進学し，中国初の日本語専攻大学院
生となった．4年後の 1964年に陳生保と顧海根が課程を修了したが，1名は中退した．
(3)教師











































をとった．1953 年 5 月に鉄道部や全国総工会の推薦で北京大学の外国人教師となった．






























学制について，最初の 3 期生，すなわち 1950 年，1951 年，1952 年に募集した学生は 2
年制であった．そのうち，1期生は 1950年 12月に入学して 1951年 6月に卒業したので，
実際には 1年半の在学期間であった．1期生は東北から選抜した若い兵士で，1951年に入
学した 2 期生は華東の兵士から募集した．1952 年に募集した 3 期生の選抜地区は不明で
ある．この 3 期の学生は通称労働大学の学生である．1953 年，1954 年，1955 年の 3 年間
は学生を募集しなかった．1956年からは 4年制となった．その後の 1959-1961年，1963-1965
年，計７期の 4 年制学生を募集した．1966 年，文化大革命が始まり，学生募集は全面的
に中断された．
学生数については，1950 年の 1 期生は全員で 36 名であった．以降については調査中で
ある．




















Ｙ氏は，1936 年 1 月 16 日に吉林市に生まれ，原籍は山東省煙台市である．東北解放後



































































































の理由で一時帰国したが，翌 1928 年に東京へ渡り，1929 年に遼寧省の奨学生として東京



































中，1952 年の 210 ヵ所であった高等教育機関は 1954 年度になると 188 ヵ所となった．そ
のうち，総合大学 14 ヵ所，工業系 40 ヵ所，師範系 37 ヵ所，医学系 28 ヵ所，農林系 28























































来る 2009 年 9 月 13-14 日に新中国日本語教育史検討会を西安交通大学から場所の
提供を受け開く運びとなった．この場を借りて両先生に感謝の意を表したい．
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1)全国高等学校招生委員会編（1952）：昇学指導，全国高等学校招生委員会編印，p.51，p.
22．
2)全国高等学校招生委員会編（1953）：1953年暑期高等学校招生昇学指導，中国青年出版
社，p.130．
3)全国高等学校招生委員会編（1954）：1954年暑期高等学校招生昇学指導，北京，商務印
書館，p.173．
4)1955-60年は，次の史料で確認した．
中華人民共和国高等教育部編訂（1955）：1955年暑期高等学校招生昇学指導，高等教育
出版社，p.226．
中華人民共和国高等教育部編訂（1956）：1956年暑期高等学校招生昇学指導（文，史，
政法，財経，芸術部分），高等教育出版社，p.59．
中華人民共和国高等教育部編訂（1956）：高等学校招生昇学指導（専業介紹部分），高等
教育出版社，p.183．
中華人民共和国高等教育部編訂（1958）：高等学校招生昇学指導（招生的学校，系
〔科〕，専業名称部分），高等教育出版社，p.26．
中華人民共和国教育部編訂（1959）：1959高等学校招生専業介紹，高等教育出版社，p.1
55．
中華人民共和国教育部編訂（1960）：1960高等学校招生専業介紹，高等教育出版社，p.1
72．
5)1961-64年度は，次の史料で確認した．
中華人民共和国教育部編訂（1961）：1961高等学校招生専業介紹，人民教育出版社，p.1
68．
中華人民共和国教育部編訂（1962）：1962高等学校招生専業介紹，人民教育出版社，p.1
65．
中華人民共和国教育部編訂（1963）：1963高等学校招生専業介紹，人民教育出版社，北
京第2次印刷，p.154．
中華人民共和国教育部編訂（1964）：1964高等学校招生専業介紹，人民教育出版社，p.1
60．
6)前掲，1953年暑期高等学校招生昇学指導，p.78．
7)前掲，1953年暑期高等学校招生昇学指導，p.78．
8)前掲，1955年暑期高等学校招生昇学指導，p.176．
9)2009年8月19日午後，Ｙ氏の紹介で北京望京の李宗恵氏の自宅でインタビューを行った．
10)顧海根氏の証言によると，1955年に入学し，入学当時は4年制であった．しかし途中5
年制に変更され，1960年に卒業した．顧氏は上海生まれ，原籍は蘇州呉県．言語学者，
主に中国人の日本語誤用例を研究．1964年北京大学大学院を修了した後，北京大学の教
員となり，以降1999年まで勤めた．最初は「日本専家」つまり日本人教師の通訳など世
話人となり，後に「聴力」「汎読」など授業を担当した．元大連外国語学院日本語学部
長陳岩氏の紹介で，2009年8月16日午前，中央党校にあるお嬢様の自宅で筆者のインタ
11)今西春秋と陳信徳を除き，ほかの教師については，主に当時の助手である孫宗光，学
生である李宗恵氏と顧海根氏の回想によるもので，これから考察していく必要がある．
12)平林美鶴（1991）：北京の嵐に生きる，悠思社，p.178．
13)新文化運動時期に知られている知識者で，1920年代すでに北京大学の教授となった．
魯迅や郭沫若などと親交があり，魯迅や郭沫若および竹下好の作品にも度々登場する人
物である．例えば，魯迅（1927,10,8）：反“漫談”（語絲第152期），郭沫若（1933）：創
造十年（上海現代書局，2版）がその一例である．また，竹内好の年譜（「竹内好全集」
第17巻所収，筑摩書房，1982）には，「1934年7月19日，徐祖正（北京大学教授，作家，
日本文学研究家）の歓迎会への協力を頼まれ，尽力を約す」と記している．徐祖正（19
27,8）：教育漫語（「語絲」第144-145期，8月13日と8月20日連載），島崎藤村著・徐祖正
訳（1927）：新生（合巻，上海，北新書局），武者小路実篤著・王古魯・徐祖正訳（193
1）：四人及其他（南京書店）等多くの論著を残した．また，新中国北京大学日本語コー
スただ1人の教授である．
14)孫宗光の回顧によると，1936-1938年の間に北京大学を卒業．1951年か1952年に同コー
スの教員になった．
15)前掲，北京の嵐に生きる，pp.150-172参照．
16)黄啓助は，北京中医学院編「日本語教科書第一学期用」，「日語課本第三学期用１」の
執筆者である．当時，これらの教科書はガリ版で刷ったものであった．1986年に黄啓助
「日語（供中医，針灸専業用）」が上海科学技術出版社で出版された．
17)岡崎兼吉先生治喪委員会（1999,9,2）：岡崎兼吉先生生平，未公表．
18)東北軍区新聞学校の歴史と関係ある中国人民解放軍外国語学院（所在地は河南省洛陽
市）と中国人民解放軍信息工程大学（所在地は河南省鄭州市）はいずれも中国人民解放
軍総参謀部直属の教育機関である．2009年8月5日，大雨．筆者は鄭州にある中国人民解
放軍信息工程大学を訪れたが，大学の玄関で拒否された．こうした経験を踏まえ，翌6
日に洛陽に赴き，友人の紹介で当大学附属図書館を訪問した．校史資料を保管する部屋
は夏休みのため開放せず，結局雑誌閲覧室と雑誌書庫しか見学できなかった．この学校
および日本語教師は文化大革命前に日本語教科書を出版しておらず，図書館の管理員に
よると，文化大革命前に自ら編集しガリ版で刷った教材は，何度もの移転によってほと
んど処分された．
19)汪大捷氏は軍事系日本語教育の創始者のみならず，貿易系日本語教育の創始者でもあ
る．最初に結婚した蘇敬和夫人との間に1人の息子がある．元中国戯劇出版社の編輯蘇
銘慈氏である．筆者は2009年8月18日に北京望京で蘇氏のお宅を訪問した．尊父汪の最
期もここで過ごした．顔に優しい微笑みを絶えずたたえた蘇氏が，父の激動の人生をゆ
っくり淡々と回想した．3時間予定のインタビューが6時間に及んだ．昼に帰ってきた奥
さんが手作りの餃子をごちそうしてくれた．水餃子や焼餃子をたべながら，奥さんにも
義父への思い出を尋ねた．ご主人よりさらに義父への尊敬が深い心優しい中国の伝統的
な母である．汪について，「汪大捷と大同学園－戦前日本語習得者が考えた日中関係
－」という仮題で単独的に研究を行う予定である．
20)劉茂九氏は退役後，故郷にある大連水産学院で日本語教授を務めた．筆者は2009年8月
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ビューに応じた．
21)校誌（再版）編委会：対外経済貿易大学校誌，未出版，2001年，40頁．
22)前出，対外経済貿易大学校誌，36頁．
23)前出，対外経済貿易大学校誌，755頁．
24)前出，対外経済貿易大学校誌，41頁．
25)前出，対外経済貿易大学校誌，761頁．
26)前出，対外経済貿易大学校誌，762-765頁参照．
27)全国高等学校招生委員会編：1953年暑期高等学校招生昇学指導，中国青年出版社，195
3年7月，89頁．
28)藤田恵美氏は顧明耀氏の先生である．顧氏のことは筆者が8年前に広島大学に外国人教
授として来られた教育学者宋恩栄氏のご紹介で知った．氏は中日辞典や日中辞典など多
数の辞典を編修した言語学者である．本研究は氏のご支持のもとでスタートした．4月
から7月の間に3回にわたってお忙しい中時間を割いて下さり打ち合わせを行った．氏か
ら藤田氏のご健在を教えられ，藤田氏の退職前の勤務先を通じて連絡を取った．その時
の人事部の担当者にここで感謝の意を表する．2009年5月31日，顧氏と共に松戸市にあ
る藤田氏のご自宅を訪問し，師弟両者への同時インタビューを実現した．80歳を越えた
藤田氏は交通事故で療養中であり手足が不自由であるにもかかわらず，インタビューの
申し入れを快く受け入れてくださっただけでなく，インタビュー当日はご自宅の最寄り
駅に着いた私たちをお嬢さんが迎えに来てくださった．インタビューの後はお嬢さん夫
婦を交えて昼食を御馳走になり，帰り際にはそぼ降る雨の中藤田氏はじめみなさんで駅
まで送ってくださった．こうした藤田氏の温かいお気持ちとともに筆者の心に強く印象
に残っているのは，氏が「自分の人生は時代が作りあげたものだ」とおっしゃって，そ
の足跡が偉大であるにもかかわらず少しもそれをひけらかすところがなかったことであ
る．個人情報や事実の立証などの原因で現段階ではインタビューの内容はすべて公開で
きない．
29)創立年はいつから数えるのかについて様々な意見があるが，現段階では戦後の1946年
からと考える意見が主流であり，2006年に成立60周年の記念祭事を行った．
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に友人張玉蒼に依頼して本人と連絡を取り，また同月10日にご家族と連絡を取ったが，
結局高齢のためインタビューは実現しなかった．先生のご健康を祈る．本研究はもう少
し遅かったらまた多くの事実がうやむやにされるような気がする．
